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将来像に関する今後の取組について

デジタル化推進本部事務局
(経営戦略部 情報戦略課)
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１ デジタル化に関する重点目標に対する第６回デジタル化推進本部での意見

▲重点取組項目を踏まえた上で、３年後・１０年後の将来像とリンクさせることはイメージがしに
くい。

▲１０年後の将来像とのリンクはできるかもしれないが、３年後は直近過ぎて整理が難しい。
(※一方で逆の意見もあり)

▲重点目標と１０年後/３年後の将来像の関係が飛躍しており、つながりが見えにくいのではないか。

▲重点取組項目に記載している一項目から様式４において、１０年後の位置づけや、３年後の位置
づけを整理し、具体的な取組を記載していくのはなじまないのではないか。



２ ご意見を踏まえた今後の将来像に関する取組について
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令和3年度 令和13年度令和6年度
デジタル強靱化戦略

3年後
将来像
ステップ2

将来像
ステップ1

次期デジタル強靱化戦略

改善
変革

●ステップ1・ステップ2を契機・ベースに将来に
向けて改善だけでなく、常に市民目線での新た
な価値創造に向かって「変革」していく

令和4
年度
取組

改善
変革

●目指す姿
●基本方針 ●施策の柱
●豊田市が進めるDXの定義
●１０年後のゴールイメージ
・まち・地域のゴール
・市民・事業者の立場から見たゴール
・職員の立場から見たゴール

●１０年後の将来像 ●３年後の将来像

各部局が描く将来像

◆全庁が共通認識・共有するゴール

◆部局内で共通認識・共有するゴール

◎必要なエッセンスを
自部局に反映

関係府省庁の方針
関係府省庁の予算

国・技術動向を踏まえ
双方を常に見直し、最
新の状態に

○3年後の将来像、１０年後の将来像の
実現に向けて、直近の取組事項を整理

令和5
年度
取組

令和6
年度
取組
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２ ご意見を踏まえた今後の将来像に関する取組について

(１)考え方
○１０年後の将来像、３年後の将来像の作成は、本市のDXを加速させるためのスタートを切る取組
○今回の整理で終わりではなく、常に国や技術動向を踏まえながら、各部局において不断の見直しが必要
○また、そこに向けて何を目の前の取組(令和4年度等)として実施していくかが、今後のポイントとなる。
○この「目の前の取組」が今後の重点目標に位置付けられていくことが理想。

(２)具体的な今後の進め方
①令和４年度
・令和４年度においては１０年後及び３年後の将来像を踏まえ、まずは３年後の将来像に向けて「具体的に
何をしていくか」を各部局において整理する。
・その中で、令和４年度において取り組んでいく事項をより具体的に整理する。

②令和５年後以降
・令和５年度以降においては、１０年後及び３年後の将来像の時点修正を行うとともに、令和４年度の取組
を踏まえ、これまでの振り返りとともに、令和４年度に整理した今後の取組を見直す。
・その中で、令和５年度において取り組んでいく事項をより具体的に整理する。
・令和５年度以降における具体的な取組については、極力、重点目標に位置付けていくことを目標とする。

(３)事務局の動き
①令和４年度
・各部局の３年後の将来像及びその実現に向けた具体的な取組を把握し、共通項を整理する。
・共通項等を踏まえて、部局横断的なプロジェクトチームを設置する。
・プロジェクトチーム設置後は各チームで検討を進めていく。当初の議論誘導は情報戦略課で担い、徐々に
主体となる部局主導での議論へ移行していく。各チームのチームリーダーは本部員

②令和５年度以降
・各部局で修正された１０年後及び３年後の将来像、今後の取組を踏まえ、令和４年度プロジェクトチーム
の見直しや新規設置チームを整理する。
・議論方法は令和４年度と同様。
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２ ご意見を踏まえた今後の将来像に関する取組について

(４)今後の動きに関するイメージ図

各部局 事務局

3年後
将来像

１０年後
将来像

デジタル強靱化戦略

国・技術動向を踏まえ
双方を常に見直し、最
新の状態に

○3年後の将来像、１０年後の将来像の
実現に向けた、具体的な取組
※P5の様式で整理

○各部局の取組から、部局横断的に実施すべき
取組をプロジェクト化

PJ１ PJ２ PJ３ ・・・

・情報戦略課は、当初の議論誘導を担いながら、
検討の方向性を整理していく。

・方向性がまとまった後は、主体部局で検討・施
策化を進めていく。

・その際、情報戦略課は後方支援(国の制度活用、
民間企業とのつなぎ、議論サポート等)。

・・・

国庫補助の活用
民間企業との連携

国へ制度改正要望
県への働きかけ等

デジタル強靱化戦略に位置付けた
１０年後のゴールの実現・実感

○○条例の改定○○制度の改定

業務フローの改善 ○○システム導入〇〇サービスの展開



３ 重点目標作成時におけるデジタル化施策に関する作業について
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○これまでの整理のとおり、令和４年度においては３年後の将来像の実現に向けたロードマップ及び令和４年度に
おける取組事項を整理していただく。
○作成様式は以下のとおり（部局ごとに複数のロードマップがあっても良い。）

令和４年度 令和５年度 令和６年度

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

令和４年度
具体的取組
事項

○・・・・の検討
○・・・・との調整
○・・・・の導入(重点取組項目・・・に掲載)

令和４年度
取組課題

▲・・・・制度が課題
▲・・・・が・・・・となっているため、実施が難しい。

■情報戦略課では、ロードマップ
及びこれらの事項をヒアリング
等も実施しながら把握

■それを踏まえ、プロジェクト
テーマ等を整理していく


